
八王子市多文化共生推進プラン各所管の取組み状況

今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■「町会・自治会への加入促進チラシ」の英
語版、中国語版、ハングル語版を作成し、外
国人に対して町会・自治会への加入促進を
図った。

B おおむね順
調

転入された外国人に対し
て町会・自治会への加入
案内チラシを継続的に配
付できているため。

継続

○「町会・自治会への加入促進チラシ」の英
語版、中国語版、ハングル語版を作成し、外
国人に対して町会・自治会への加入促進を引
き続き図る。

協働推進課

■「八王子で暮らす留学生のための生活ハン
ドブック」の配付及び多言語版のホームペー
ジでの公開を行った。【大学コンソーシアム
八王子】

B おおむね順
調

「八王子で暮らす留学生
のための生活ハンドブッ
ク」の内容を見直し、配
付した。また、大学コン
ソーシアム八王子のホー
ムページを更新したた
め。

継続
○「八王子で暮らす留学生のための生活ハン
ドブック」を配付し、大学コンソーシアム八
王子のホームページの更新を図る。

学園都市文化課

■DV（配偶者からの暴力）被害者に対して、
DV法や保護命令などの情報が掲載されている
内閣府発行のチラシ（英語、中国語、韓国・
朝鮮語、スペイン語、タイ語、ポルトガル
語、ロシア語、タガログ語）を男女共同参画
センターで配布した。
■クリエイトホール内の生涯学習センター図
書館・生涯学習センター・消費生活セン
ター・男女共同参画センターを利用して学習
活動等をしたり、八王子しごと情報館で求職
活動をする子育て中の保護者に対して行って
いる託児サービス（ほっとタイムサービス）
の「利用の手引き」（英語、中国語、韓国）
を配布した。

B おおむね順
調

窓口に来た外国人利用者
に対し、ＤＶチラシや
ほっとタイムサービス
「利用の手引き」を適切
に配布することができた
ため。

継続

○DV（配偶者からの暴力）被害者に対して、
DV法や保護命令などの情報が掲載されている
内閣府発行のチラシ（英語、中国語、韓国・
スペイン語・タイ語・ポルトガル語・ロシア
語・タガログ語）を男女共同参画センターで
配布する。
○クリエイトホール内の生涯学習センター図
書館・生涯学習センター・消費生活セン
ター・男女共同参画センターを利用して学習
活動等をしたり、八王子しごと情報館で求職
活動をする子育て中の保護者に対して行って
いる託児サービス（ほっとタイムサービス）
の「利用の手引き」（英語、中国語、韓国）
を配布する。

男女共同参画課

■市のホームページにおいて、外国人向けに
必要と思われる情報を英語、中国語、韓国・
朝鮮語に多言語化している。モバイル版ホー
ムページでは、休日医療機関情報、イベント
情報等を英語、中国語で作成しているほか、
希望者へのメール配信サービスを実施してい
る。

B おおむね順
調

市ホームページにおいて
英語、中国語、韓国・朝
鮮語版のページを公開し
ている。英語・中国語の
メール配信サービスの登
録者数が増加しているた
め。

継続

○市ホームページの英語・中国語・韓国語版
のページの運営に関して、所管に技術的な支
援を行う。
○市ホームページに自動翻訳ソフトの導入を
検討する。

情報管理課

■国の基幹統計を法定受託事務として行って
おり、調査の対象に外国語しか話せない方が
いる場合、調査票の対訳をお渡しししてい
る。

Ａ　順調 - 継続
○国の基幹統計を法定受託事務として行って
おり、調査の対象に外国語しか話せない方が
いる場合、調査票の対訳をお渡しする。

統計調査課

■市税に関する情報について市の多言語ホー
ムページに掲載した（英語、中国語、ハング
ル）。
■税に関する各種証明書の申請書のうち、市
都民税課税証明書及び納税証明書の申請書に
ついて、英語及び中国語の記入例を作成し、
対応した。

B おおむね順
調

基本的に必要な情報や書
類は多言語化しているた
め

継続 ○前年度と同様 税制課

■転入時に外国人市民に対し、手続窓口で外
国人のための暮らしの便利帳、Ｇｉｎｋｇｏ
を配布した。

A 順調

外国人住民へ多言語によ
る生活情報を提供するこ
とにより、外国人住民へ
市のルールを周知するこ
とができたため。

継続
○外国人住民への情報提供の充実を図るた
め、引き続き配布を行う。

市民課

■がん検診実施に関する健診ガイドの英訳版
をホームページに公開するための準備を行っ
た。

D 遅れている
25年度中の公開に間に合
わなかったため。

充実
○がん検診実施に関する検診ガイドの英訳版
を26年度中にホームページに公開予定。

成人健診課

1
行政情報、各種申請書、案内表
示等の多言語化及びやさしい日
本語表記

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅰ　コミュニケーション支援の充実

施策のテーマ１　多言語等による情報提供の充実

外国人市民向けに、多言語ややさしい日本語
による生活に関する情報提供の充実を図る。

◎外国人市民向けに、多言語ややさしい日本
語による生活に関する情報の充実を図りま
す。
○多様なメディアや外国人ネットワークを活
用し、外国人市民へ多言語化した情報をわか
りやすく提供します。
○通訳・翻訳ボランティアを育成し、情報の
多言語化の充実を図ります。

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況 各関連所管の取組み状況

関連所管

資料1 
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○臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付
金の制度に関するお知らせを、多言語対応で
ホームページ公開、広報掲載している。
※新規（単年度事業）

臨時給付金対策室

■日本年金機構が作製した8か国語（英・中・
韓・露・ｽﾍﾟｲﾝ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾀｶﾞﾛｸﾞ）
のチラシを本庁及び市民部各事務所にて配
布。また、ＨＰでも公開した。
■国民健康保険税の納付義務や納税相談を周
知する3か国語（英・中・韓）パンフレットを
窓口に設置した。

A 順調

外国人に日本の年金制度
の周知ができたとともに
外国人が届出に来庁した
際に必要に応じて参照で
きたため。

継続

○国民年金制度を周知する8か国語（英・中・
韓・露・ｽﾍﾟｲﾝ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾀｶﾞﾛｸﾞ）
のチラシを本庁及び市民部各事務所にて配
布。また、ＨＰでも公開する。
○国民健康保険税の納付義務や納税相談を周
知する3か国語（英・中・韓）パンフレットを
窓口に設置する。

保険年金課

■赤ちゃん・ふらっと（赤ちゃん用休憩室）
の案内を、日本語・英語・中国語・韓国語で
多言語表記した。

B おおむね順
調

概ね多言語化できたた
め。

継続 ○新規市立施設（5か所）に表示する。 子どものしあわせ課

■子ども家庭支援センター案内パンフレット
を多言語対応で作成した。

A 順調

日本語に加え、英語、中
国語、韓国語、スペイン
語、ポルトガル語、タガ
ログ語に対応したパンフ
レットを作成することが
できたため。

継続
○作成したパンフレットを活用し、子ども家
庭相談に役立てていく。

子ども家庭支援セン
ター

■保育所入園の手続きでは、英語・韓国語・
中国語の「入園のしおり（簡易版）」を作成
し、必要に応じて配布した。

A 順調

窓口に来た方の状況によ
り、通訳を依頼するなど
して、個別に対応できた
ため。

継続
○保育所入所の手続きにおいて、英語・韓国
語・中国語の「入園のしおり（簡易版）」を
引き続き作成し、必要に応じて配布する。

保育幼稚園課

■家庭用ごみ・資源物収集カレンダー補助冊
子を作成した。
■指定収集袋への外国語表記した。
（英語・中国語・ハングル・スペイン語・ポ
ルトガル語・タガログ語）

A 順調

外国人からの要望に答え
られている。外国人居住
者へのごみの啓発に役立
てられているため。

継続

○順調に事業が実施されていることから、前
年実績をもとに作成する。
作成部数
　英語・中国語：各１、500部
　その他：各1,000部
　合計　7,000部

ごみ減量対策課

■外国人就学願申請書を6言語（英語・中国
語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語・タ
ガログ語）作成した。

A 順調

外国人就学願での就学を
希望される児童・生徒の
保護者が来庁され就学手
続きを行う際に利用し、
スムーズに申請が行われ
たため。

継続
○多言語の申請書により就学手続きが、分か
り易く行えるようにしていく

教育支援課

■市民体育館の施設案内を英語、戸吹スポー
ツ公園スケートパークの利用基準を3言語（英
語・中国語・ハングル語）作成し、配布し
た。

B おおむね順
調

利用者が限られているた
め、大量に配布とはなら
ないが、戸吹スケート
パークについては、ス
ケート競技の盛んな海外
からの来場者に対し、
ルール（基準）を周知す
ることができた。

継続

○戸吹スポーツ公園スケートパークについて
は平成26年度も利用基準を見直している（毎
年改訂）ため、常に最新の利用基準を多言語
化し、より多くの外国人利用者に安心安全な
施設を提供して行きたい。（各言語毎にデー
タ作成、必要時にプリントアウトして配布）

スポーツ施設管理課

■外国人市民のための暮らしの便利帳（英
語、中国語、韓国・朝鮮語）の配布、Ginkgo
の配布
■多言語チラシの配布
■多言語ホームページ(英語、中国語、韓国・
朝鮮語)の公開
■モバイル版ホームページ（英語、中国語）
による休日医療機関情報、イベント情報等の
提供
■携帯電話へのメール配信サービス（英語・
中国語）
■各種申請書、施設利用案内等行政パンフ
レット等の翻訳

B おおむね順
調

やさしい日本語の活用が
できていないため。

充実

○外国人市民のための暮らしの便利帳（英
語、中国語、韓国・朝鮮語）の配布、Ginkgo
の配布
○多言語チラシの配布
○多言語ホームページ(英語、中国語、韓国・
朝鮮語)の公開
○モバイル版ホームページ（英語、中国語）
による休日医療機関情報、イベント情報等の
提供
○携帯電話へのメール配信サービス（英語・
中国語）
○各種申請書、施設利用案内等行政パンフ
レット等の翻訳
○やさしい日本語の活用

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

1
行政情報、各種申請書、案内表
示等の多言語化及びやさしい日
本語表記

外国人市民向けに、多言語ややさしい日本語
による生活に関する情報提供の充実を図る。

◎外国人市民向けに、多言語ややさしい日本
語による生活に関する情報の充実を図りま
す。
○多様なメディアや外国人ネットワークを活
用し、外国人市民へ多言語化した情報をわか
りやすく提供します。
○通訳・翻訳ボランティアを育成し、情報の
多言語化の充実を図ります。
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■女性のための相談業務において、八王子国
際協会と連携を取り、外国人女性にとって必
要な情報提供や支援を行った。

B おおむね順
調

八王子国際協会が主催す
る「外国人のための無料
専門家相談会」に相談員
を派遣するなど、連携を
取って外国人のための支
援をすることができたた
め。

継続
○女性のための相談業務において、八王子国
際協会と連携を取り、外国人女性にとって必
要な情報提供や支援を行う。

男女共同参画課

■本庁舎内における英語表記の看板の設置
・玄関表示2カ所
　（「South Entrance」2枚、「Main
Entrance」1枚）
・駐車場入口1ヶ所
　（「Hachiouji city office」1枚）
・来庁者駐車場地下通路入口
　（「Underground　Passage」1枚）

A 順調
わかりやすいまちの表示
ができたため。

継続 ○左記事業の継続を図る。 管財課

■税証明発行窓口において、多言語対応シー
ト（英語・中国語・ハングルなど）を用意し
て対応

C やや遅れて
いる

英語のみ対応済 充実 ○多言語対応シートの充実 税制課

■外国人住民に対して円滑な窓口対応ができ
るよう、多言語通訳業務を実施した。（Ｈ25
年度実績　63件）

A 順調

多言語通訳業務委託の活
用で円滑な窓口対応がで
き、外国人住民に対して
サービスの向上が図られ
たため。

継続
○外国人住民に対するサービス向上のため引
き続き委託を行う。

市民課（～25年度）
市民生活課（26年度

～）

■公営住宅等の相談に来た外国人に対して、
わかりやすい日本語で対応した。

C やや遅れて
いる

日本語で対応できない場
合は、多文化共生推進事
業協力員に依頼し、相談
等に応じている。

継続

○公営住宅等の相談に来た外国人に対して、
わかりやすい日本語で対応する。また対応で
きない場合は、多文化共生推進事業協力員に
依頼し、相談等に応じる。

住宅政策課

■就学に関する多言語（英語・タガログ語・
中国語・ベトナム語・スペイン語・韓国語・
ポルトガル語）リーフレットを作成し、窓口
にて説明及び配布した。
■就学援助に関する多言語（英語・タガログ
語・中国語・スペイン語・韓国語）リーフ
レットを作成し、窓口にて説明及び配布し
た。

A 順調

就学手続きに来庁された
際に配布し、就学の準
備、就学援助の申請に役
立てたため。

継続
○引き続き多言語のパンフレットを利用し就
学の準備や就学援助の申請が行えるようにし
ていく

教育支援課

■外国人利用の多い施設（市民体育館）につ
いて、英語での説明用施設案内・利用基準を
作成した。
■受付にメモ紙を置き、文字や絵、図による
コミュニケーションを図り、併せてわかりや
すい日本語で対応した。

B おおむね順
調

外国人利用者には、外国
語で作成した利用基準等
を示したうえで、施設利
用について様々な方法で
コミュニケーションを図
り、柔軟に対応したた
め。

継続

○外国人利用者の絶対数が少ないため、対応
が不慣れであることから、突然の来館でもコ
ミュニケーションを図れるように、マニュア
ルを整備し、外国人用施設案内、利用基準等
を利活用して行きたい。

スポーツ施設管理課

■行政用語集（英語版）の全庁配布
■国際化推進事業協力員制度
■ｻﾎﾟｰﾄﾃﾞｽｸ外国人生活相談　相談件数1,360
件
■行政書士による外国人個別相談 相談件数
23件
■外国人のための無料生活相談会　相談件数9
件
【平成25（2013）年度】
■外国語のできる職員の登録・通訳バッチの
着用
■他所管からの依頼を受け嘱託員を窓口に派
遣（英語、中国語、韓国・朝鮮語）
■語学ボランティア登録者の募集・育成・活
用

B おおむね順
調

相談窓口の周知も図れ、
相談件数も増加している
ため。

継続

○行政用語集（英語版）の全庁配布
○国際化推進事業協力員制度
○サポートデスク外国人生活相談
○行政書士による外国人個別相談
○外国人のための無料生活相談会
○外国語のできる職員の登録・通訳バッチの
着用
○他所管からの依頼を受け嘱託員を窓口に派
遣（英語、中国語、韓国・朝鮮語）
○語学ボランティア登録者の募集・育成・活
用
○やさしい日本語の活用

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

2
多言語及びやさしい日本語によ
る窓口対応、相談事業の充実

相談時に活用できる「やさしい日本語」のマ
ニュアルづくりを行う。

◎外国人が相談に訪れた際に活用できる「や
さしい日本語」によるマニュアルづくりを行
います。
○国際化推進事業協力員を育成し、活用の機
会を増やします。
○通訳・翻訳ボランティアの登録者数を増や
し、対応の充実を図ります。
○通訳業務委託など窓口対応の充実を図りま
す。
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◎通訳・翻訳ボランティアを増やし、対応言
語を増やします。
○より専門的な分野に対応可能な通訳・翻訳
ボランティアを育成します。
○国際化推進事業協力員を育成し、活用の機
会を増やします。

通訳・翻訳ボランティアの登録者数を平成29
年（2017年）度までに250人に増やす。

■語学ボランティアの登録制度
　通訳・翻訳ボランティアの登録者数：205
人【平成26(2014)年3月31日現在】
■語学ボランティア研修2回
参加者：述べ94人【平成25（2013）年
度）】
■日本語ボランティア養成講座
参加者：述べ55人【平成25(2013)年度】
■日本語ボランティア講座修了生を協会団体
へ紹介・仲介

B おおむね順
調

専門的な分野においても
語学ボランティアの育成
が進んでいるため。

充実

○語学ボランティアの登録制度
○語学ボランティア研修2回
○日本語ボランティア養成講座
○日本語ボランティア講座修了生を協会団体
へ紹介・仲介

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■外国語版観光ガイドマップ、観光ガイドボ
ランティア
■多言語HP（観光情報）
■都の東京都観光財団を通じて、アジア等各
国に外国語版観光ガイドマップ等を送付し、
本市への誘客に努めている。
■平成２４年１０月２０日にオープンしたJR
八王子駅北口の「八王子インフォメーション
センター」では、八王子国際協会と連携し、
多言語での情報提供を行った。

B おおむね順
調

計画内容を概ね実施し対
応することが出来ている
ため。

継続

○外国語版観光ガイドマップ、観光ガイドボ
ランティアの実施
○多言語HP（観光情報）
○都の東京都観光財団を通じて、アジア等各
国に外国語版観光ガイドマップ等を送付し、
本市への誘客に努める。
○JR八王子駅北口「八王子インフォメーショ
ンセンター」で、八王子国際協会と連携し、
多言語での情報提供を行う。
○多文化共生課と協力して、友好姉妹都市で
ある台湾（高雄市）・中国（泰安市）・韓国
（始興市）に対して観光ポスターの掲出や季
刊情報紙（ニュースレター）の配布を行い当
市の観光情報提供に努める。

観光課

■平成２４年１０月２０日にオープンしたJR
八王子駅北口の「八王子インフォメーション
センター」では、観光協会と連携し、多言語
での情報提供を行った。

B おおむね順
調

外国人観光客に対し、多
言語対応できる体制は、
整えている。

継続

○JR八王子駅北口の「八王子インフォメー
ションセンター」で八王子国際協会語学ボラ
ンティアが電話で多言語での情報提供を行
う。

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

観光協会、地元商店街、交通事業者等と連携
し観光情報の多言語化の充実を図る。4

外国人観光客等への情報提供の
充実

◎八王子観光協会、地元商店街、交通事業者
等と連携し、観光情報の多言語化の充実を図
ります。
○案内表示の多言語化の充実及びピクトグラ
ム（絵文字）等を活用します。
○観光インフォメーションセンターにおける
外国人対応システムの充実を図ります。
○外国人観光客向け観光ガイドボランティア
を養成し、活用を図ります。

3
通訳・翻訳ボランティア等の育
成と活用の充実



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

◎日本語学習支援者をより多く育成するとと
もに、個々の支援者のスキルアップを図り、
活用の場を増やします。

日本語学習支援者数の数を平成29年（2017
年）度までに40人に増やす。

■日本語ボランティア養成講座
日本語学習支援者数：23人【平成25(2013)
年度】

B おおむね順
調

支援者の数が順調に増え
ているため。

継続 ○日本語ボランティア養成講座の実施
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

■市立小・中学校に在籍する児童・生徒のう
ち、日本語の理解が不十分で学校生活や学習
活動に適応することが困難な児童・生徒を対
象として、初期の日本語指導を行う日本語指
導員を派遣した。

A 順調

学校へ日本語指導員を派
遣することで、日本語の
理解が不十分な児童・生
徒が学校生活や学習活動
を行うことができたた
め。

継続

○市立小・中学校に在籍する児童・生徒のう
ち、日本語の理解が不十分で学校生活や学習
活動に適応することが困難な児童・生徒を対
象として、初期の日本語指導を行う日本語指
導員を派遣する。
ただし、今後の支援方法については検討して
いく。

指導課

■外国人のための日本語教室の実施
・木曜日の午後7時～9時（年/21回）ｸﾘｴｲﾄｺｰ
ｽ
・金曜日の午前10時～正午（年/31回）ｸﾘｴｲﾄ
ｺｰｽ
述べ751人が参加した。
・水曜日の午後7時～9時（年/22回）南大沢
ｺｰｽ
述べ101人が参加した。

B おおむね順
調

初歩の日本語学習を希望
する外国人市民に対して
講座を提供することがで
きたため。

継続

○外国人のための日本語教室の実施
・木曜日の午後7時～9時（年/22回）ｸﾘｴｲﾄ
ｺｰｽ
・金曜日の午前10時～正午（年/31回）ｸﾘｴｲ
ﾄｺｰｽ
・水曜日の午後7時～9時（年/22回）南大沢
ｺｰｽ

学習支援課

■外国人支援団体等による日本語教室
　日本語教室への延べ参加者数：6,107人
【平成25年（2013年）度】

A 順調
日本語教室の参加者数が
順調に増えているため。

継続 ○外国人支援団体等による日本語教室の実施
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

6
外国人市民向け日本語学習の機
会提供

日本語教室への延べ参加者数を平成29年
（2017年）度までに6,000人に増やす。

◎外国人市民が学びやすい開催場所や開催時
間となるよう配慮するなど、日本語教室を増
やすとともに外国人市民の利用者の増加を図
ります。

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅰ　コミュニケーション支援の充実

施策のテーマ２　日本語学習支援

事業№ 推進する施策 関連所管

各関連所管の取組み状況

5
日本語学習支援者の育成と活用
の充実



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

◎外国人同士で情報を交換し合えるような外
国人のネットワークを構築します。
○ツイッター等を活用し、外国人同士が意見
交換できる機会の提供などの支援を行いま
す。
○外国人コミュニティの現状を把握し、周知
活動を行います。

同国の外国人同士で構成するネットワークを
６つ以上つくる。

■Facebookを活用し、中国語、韓国・朝鮮
語コミュニティグループを結成した。
■参加促進イベントや交流イベントを開催し
た。
■八王子国際協会HPやチラシでの周知活動を
行った。

B おおむね順
調

facebookが立ち上がり、
中国語、韓国・朝鮮語コ
ミュニティグループがで
きたが、まだその活用が
十分でないため。

充実

○facebookを活用し、フィリピン、スペイ
ン語コミュニティグループを結成していく。
○参加促進イベントや交流イベントを開催す
る。
○八王子国際協会HPや八王子市転入時チラシ
配布、各店舗などでチラシ掲載・配布などの
周知活動を行う。

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

◎市内で活動する外国人コミュニティの現状
を把握し、外国人キーパーソンとなる新たな
人材の発掘・育成とその活用を図ります。

外国人キーパーソンを育成するための研修や
講演会を年2回以上開催する。

■八王子国際協会や活動団体等による研修や
講演会を実施及び講演会への参加をした。（2
回）

B おおむね順
調

外国人キーパーソンに各
種研修を案内し、
facebookフェイスブック
のコミュニティの管理な
どを担ってもらっている
ため。

充実
○八王子国際協会や活動団体等による研修や
講演会

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■外国人と市内の子どもたちとの交流を図る
市民活動団体「虹の橋」に対して市民企画事
業補助金を交付し、外国人が講師となり市内
の学童保育所などを訪問する、地域活動への
参加を支援した。

B おおむね順
調

　外国人による講座の開
催ができたため。

継続

○Ｈ26年度も引き続き、「虹の橋」に市民企
画事業補助金を交付し、外国人が講師となり
自国の文化や言語をテーマとした子どもたち
との交流会の実施を支援する。

協働推進課

■国際交流フェスティバル、語学講座、世界
の人とふれあいタイム
■防災訓練、夏祭り（町会・自治会主催）、
市民センターまつりでの情報発信、PR、通
訳・翻訳など
■外国人留学生による地域貢献活動

C やや遅れて
いる

外国人の地域活動の参加
の機会の充実がさらに必
要なため。

充実

○国際交流フェスティバル、語学講座、世界
の人とふれあいタイム
○防災訓練、いちょうまつりでの情報発信、
PR、通訳・翻訳など
○多文化共生フォーラム、みんなの川の清掃
デー参加など

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

◎八王子国際協会を外国人市民相互の出会い
やコミュニケーションの場として機能させ、
外国人市民の利用者を増やします。
○外国人キーパーソンや外国人コミュニティ
を活用した情報交換の場と機会をつくりま
す。

外国人市民が集う場づくりの支援と利用の充
実を図る。

■国際交流コーナーを八王子国際協会関連以
外の市民にも広く使えるようにした。

C やや遅れて
いる

外国人市民の利用者が増
えていない。

充実
○週刊英字新聞購入
○コミュニケーションや情報交換の場の創出

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

10
外国人市民が集い、情報交換で
きる場の支援

9
外国人市民の地域社会活動への
参加支援

施策の柱Ⅰ　コミュニケーション支援の充実

施策のテーマ３　外国人市民の自立と社会参加

◎外国人から、語学や文化を学べる講座や地
域活動の充実を図ります。
○外国人キーパーソンを活用したイベントの
開催など、外国人市民を地域につなげていく
きっかけをつくっていきます。

外国人による講座や地域活動の充実を図る。

7
外国人市民によるネットワーク
の構築支援

8
外国人市民の自立と社会参画を
促す外国人キーパーソンの育成

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

各関連所管の取組み状況

関連所管事業№ 推進する施策

素案策定時の状況



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■外国籍新入学児童・生徒の保護者への案内
通知（小学校新入学案内通知・学校選択制案
内通知・就学時健康診断通知・入学通知書）
を四言語（英語・中国語・韓国語・スペイン
語）で通知した。

A 順調

外国籍新入学児童・生徒
の保護者への案内通知を
行うことにより多くの児
童・生徒の就学手続きが
行われているため。

継続

○外国籍新入学児童・生徒の保護者への案内
通知（小学校新入学案内通知・学校選択制案
内通知・就学時健康診断通知・入学通知書）
を四言語（英語・中国語・韓国語・スペイン
語）で通知していく。

教育支援課

■北野学習支援教室
■八王子駅前プレ教室
■語学ボランティアによる通訳・翻訳支援

B おおむね順
調

参加者も増え、八王子駅
前教室が新たにできた。

継続
○北野学習支援教室
○八王子駅前教室
○語学ボランティアによる通訳・翻訳支援

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■来日して間もない児童・生徒で、日本の生
活や言語などが全く理解できない場合の就学
時に、母語を理解できる外国籍等児童生徒就
学時支援者を任用し在籍校に派遣している。
■日本語の習得が不充分な外国籍児童・生徒
に対して、第六小学校及び打越中学校におい
て日本語学級を設置している。

A 順調
就学当初の対応により学
校生活へ順応がスムーズ
に行えている。

継続

○来日して間もない児童・生徒で、日本の生
活や言語などが全く理解できない場合の就学
時に、母語を理解できる外国籍等児童生徒就
学時支援者を任用し在籍校に派遣していく。
○日本語の習得が不充分な外国籍児童・生徒
に対して、第六小学校及び打越中学校におい
て日本語学級を設置し受け入れていく。

教育支援課

■市立小・中学校に在籍する児童・生徒のう
ち、日本語の理解が不十分で学校生活や学習
活動に適応することが困難な児童・生徒を対
象として、初期の日本語指導を行う日本語指
導員を派遣した。

A 順調

学校へ日本語指導員を派
遣することで、日本語の
理解が不十分な児童・生
徒が学校生活や学習活動
を行うことができたた
め。

継続

○市立小・中学校に在籍する児童・生徒のう
ち、日本語の理解が不十分で学校生活や学習
活動に適応することが困難な児童・生徒を対
象として、初期の日本語指導を行う日本語指
導員を派遣する。
ただし、今後の支援方法については検討して
いく。

指導課

■北野学習支援教室
　学習支援教室の延べ参加者数：862人【平
成25（2013）年度】
■八王子駅前プレ教室
  学習支援教室の延べ参加者数：260人【平
成25（2013）年度】

A 順調
参加者も増え、八王子駅
前教室が新たにできた。

充実
○北野学習支援教室
○八王子駅前教室

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■広報、Ginkgoへ外国籍児童・生徒への就学
案内記事の掲載を依頼した。

A 順調
掲載することにより多く
の方へ周知されているた
め。

継続
○広報、Ginkgoへ外国籍児童・生徒への就学
案内記事の掲載依頼を行っていく

教育支援課

■北野学習支援教室
■八王子駅前プレ教室

B おおむね順
調

不就学の児童が参加して
いるため。

継続
○北野学習支援教室
○八王子駅前教室

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■八王子国際協会と共催で、「留学生の就職
支援セミナー」を開催している。

B おおむね順
調

11/30に開催した留学生
の就職支援セミナーでは
26人の参加を得たため。

継続 ○引き続きセミナーを実施する。 産業政策課

■高校進学ガイダンス
　高校進学ガイダンスの参加者数：49人
【平成25（2013）年度】
■上部団体との連携、情報収集

B おおむね順
調

参加者が前年度並みで推
移しているため。

継続
○高校進学ガイダンス
○上部団体との連携、情報収集

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■広報、Ginkgoへ外国籍児童・生徒への就学
案内記事の掲載を依頼した。

A 順調
掲載することにより多く
の方へ周知されているた
め。

継続
○広報、Ginkgoへ外国籍児童・生徒への就学
案内記事の掲載依頼を行っていく。

教育支援課

■高校進学ガイダンスを実施した。
B おおむね順

調

高校進学ガイダンスの参
加者が前年度並みで推移
しているため。

継続 ○高校進学ガイダンス
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ１　教育

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

◎教育委員会や八王子国際協会との連携によ
り、不就学の外国人児童・生徒等とその保護
者への情報提供や就学支援等を充実していき
ます。

各関連所管の取組み状況

関連所管

11
学校入学前の就学案内等、多言
語による情報提供

◎市や教育委員会から発信される情報の多言
語化を図ります。
○通訳ボランティアによる対応の充実を図り
ます。

市や教育委員会から発信される情報の多言語
化の充実を図る。

学習支援教室の延べ参加者数を平成29年
（2017年）度までに1,000人に増やす。

不就学の外国人児童・生徒等とその保護者へ
の情報提供等の充実を図る。

14
外国人児童・生徒等の進路指導
及び就職支援

◎情報の多言語化等により、外国人児童・生
徒等へのわかりやすい進路指導やガイダンス
及び就職支援等の充実を図ります。

教育制度や受験制度について多言語での情報
提供の充実を図る。15

外国人児童・生徒等の保護者に
対する情報提供の充実

◎外国人児童・生徒等の保護者に対し、日本
の教育制度や受験制度について多言語での情
報提供を行います。
○外国人市民によるコミュニティを活用し、
教育に関する情報のネットワークを充実して
いきます。
○学校、家庭、地域及び行政が連携できる
ネットワークづくりを行います。

高校進学ガイダンスの参加者数を平成29年
（2017年）度までに100人に増やす。

12
外国人児童・生徒等への日本語
による学習支援

◎市及び教育委員会・学校・ボランティア団
体相互が連携した日本語及び教科の学習支援
の充実を図ります。

13
不就学の外国人児童・生徒等へ
の対応



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■介護保険制度についての案内は、英語、中
国語、韓国語のパンフレットを用意した。

B おおむね順
調

外国人が来庁時に配付し
ている

継続 ○継続して配付していく。 高齢者福祉課

■東京都より配布された介護保険制度のパン
フレット（英語・韓国語・中国語）を介護保
険課・高齢者支援課相談担当・八王子駅南口
総合事務所高齢担当窓口にて配布した。

A 順調

英語、韓国語、中国語の
パンフレットの不足もな
く順調に配布出来ている
ため。

継続
○引き続き、英語、韓国語、中国語のパンフ
レットの配布を行っていく予定。

介護保険課

■現在、取り組みを行えていない。 D 遅れている 取組を行えていない。 見直し ○特になし 障害者福祉課

■多言語対応可能医療機関を検索できる東京
都医療機関案内サービス“ひまわり”を案内
しているほか、一部医療機関の多言語対応状
況を紹介した。

B おおむね順
調

市民から問い合わせ等が
あった際には、左記”ひ
まわり”を案内し、市民
対応を行ったため。

継続

○休日対応医療機関について、モバイル版
ホームページ（英・中）及びメール配信サー
ビス（英・中）での情報提供
○東京都医療機関案内サービス“ひまわり”
の案内

地域医療政策課

■外国語版母子健康手帳を配布した。
■妊娠届出申請書の英語版、中国語版を作成
し、市民課市民部各事務所、各保健福祉セン
ターに配布した。

A 順調
外国語版母子手帳等の配
布を行ったため。

継続
○外国語版母子手帳の配布、案内。
○妊娠届出書（英語版、中国語版）

大横保健福祉センター

■予防接種通知に国際協会のお知らせを同封
した。

A 順調

予防接種対象者に郵送す
る予防接種通知に国際協
会のお知らせを同封し
た。

継続 ○予防接種通知に国際協会のお知らせを同封 健康政策課

■医療費助成において、必要に応じ通訳(多文
化共生推進課に依頼）を介して、相談・情報
提供・申請の受付を行った。

B おおむね順
調

窓口で必要が生じた際に
は、速やかに対応できた
ため。

継続
○医療費助成において、必要に応じ通訳(多文
化共生推進課に依頼）を介して、相談・情報
提供・申請の受付を行う。

子育て支援課

■医療機関に対し、外国人市民にも（わかり
やすく安心して受診できる）受診しやすい体
制づくりを働きかけた。

C やや遅れて
いる

左記目標達成に向けて、
引き続き平成26年度も具
体的な取り組みを実施し
ていく必要があるため。

継続
○災害時における多言語医療問診票の有効性
を医師会を通して各医療機関に紹介する。

地域医療政策課

■医療ボランティア委員会
　医療通訳ボランティアの登録者数：2７人
【平成25（2013）年度】
■医療通訳ボランティア研修会
参加者：49人
■多言語医療問診票のホームページ掲載、
「生活ガイドブック」での周知

B おおむね順
調

医療ボランティアを活用
した翻訳が行われている
ため。

継続

○医療ボランティア委員会
○医療通訳ボランティア研修会　1回
○多言語医療問診票のホームページ掲載、外
国人のための暮らしの便利帳」での周知

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

◎健康や疾病に関わる多言語による知識を周
知していきます。
○母子保健や育児に関する多言語による相談
の充実を図ります。

健康や疾病に関する知識の多言語による周知
と健康相談等の充実を図る。

■乳幼児健康診査や健康、育児相談は大横・
東浅川・南大沢保健福祉センターにて実施し
た。

B おおむね順
調

乳幼児健康診査や健康、
育児相談は大横・東浅
川・南大沢保健福祉セン
ターにて実施

継続

○乳幼児健康診査や健康、育児相談は大横・
東浅川・南大沢保健福祉センターにて実施す
る。

大横保健福祉センター

■介護保険制度についての案内は、英語、中
国語、韓国語のパンフレットを用意した。

B おおむね順
調

外国人が来庁時に配付し
ている

継続 ○継続して配付していく。 高齢者福祉課

■市民の相談や手続きは、高齢者支援課相談
担当の窓口で対応した。
■介護保険制度のパンフレット（英語・韓国
語・中国語）の配布だけでなく、中国語の自
立支援通訳・支援相談員に対して介護保険に
関する基礎的知識の講習も行った。

A 順調

介護保険制度のパンフ
レット（英語・韓国語・
中国語）の配布だけでな
く、中国語の自立支援通
訳・支援相談員に対して
介護保険に関する基礎的
知識の講習も行ったた
め。

継続 ○引き続き、取組を継続していく予定。 介護保険課

■現在、取り組みを行えていない D 遅れている 取組を行えていない。 見直し ○特になし 障害者福祉課

■必要に応じ通訳(多文化共生推進課に依頼）
を介して、相談・情報提供・申請の受付を
行った。

B おおむね順
調

窓口で必要が生じた際に
は、速やかに対応できた
ため。

継続
○必要に応じ通訳(多文化共生推進課に依頼）
を介して、相談・情報提供・申請の受付を行
う。

子育て支援課

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ２　医療・福祉

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

16
多言語で対応できる医療機関の
情報提供等、医療・福祉関連情
報の充実

◎日本の健康保険制度等の医療システムや外
国語対応可能な医療機関のリストなど、多言
語での医療情報の提供の充実を図ります。
○症状の説明を補助する多言語医療問診票の
医療機関への周知及び活用を図ります。

◎多言語による子育てや福祉に関する情報提
供の充実を図ります。
○窓口等で外国人市民に対応できる体制づく
りを行います。

18
外国人市民にもわかりやすい健
康相談等の実施

19
外国人市民にもわかりやすい子
育てや福祉に関する各種相談窓
口の充実

17 医療通訳者派遣システムの構築

◎行政、医療、NGO・ＮＰＯなどが連携し、
医療通訳ができる人材の確保及び派遣システ
ムの構築を図ります。
○外国人市民が診察や検診を受ける際の連絡
調整及び相談役等のコーディネーターの設置
を検討します。
○医療通訳ボランティアへのフォローアップ
等、研修制度の充実を図ります。

多言語による子育てや福祉に関する情報提
供、窓口対応の充実を図る。

各関連所管の取組み状況

関連所管

医療システムや医療機関リスト等、多言語で
の医療情報の提供の充実を図る。

医療通訳ボランティアの登録者数を平成29年
（2017年）度までに40人に増やす。



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■転入時に外国人市民に窓口で外国人のため
の暮らしの便利帳、Ｇｉｎｋｇｏの配布を
行った。

A 順調
外国人住民へ多言語によ
る生活情報を提供できた
ため。

継続
○外国人住民への情報提供の充実を図るた
め、引き続き配布を行う。

市民課

■市営住宅の入居者に対しては、特に実施し
ていない
■必要に応じ、多言語によるパンフレット等
を提供した。

A 順調
必要に応じ、多言語によ
るパンフレット等を提供
したため。

継続
○市営住宅の入居者に対して、入居の際、必
要に応じて多言語によるパンフレット等を提
供する。

住宅政策課

■市営住宅の入居については、通常の資格条
件のほかに、以下を満たせば申込み資格があ
る。「日本国に永住・定住することを認めら
れた方、または日本国に１年以上在留してい
る方で、このことを住民票または、その他の
書類等で証明ができること」

A 順調
八王子市営住宅条例に基
づき、入居者募集を行っ
たため。

継続

○市営住宅の入居については、通常の資格条
件のほかに、以下を満たせば申込み資格があ
る。「日本国に永住・定住することを認めら
れた方、または日本国に１年以上在留してい
る方で、このことを住民票または、その他の
書類等で証明ができること」

住宅政策課

■外国人留学生住居賃貸代行保証料補助金制
度
■語学ボランティアによる通訳・翻訳支援

C やや遅れて
いる

不動産業者や保証会社へ
の外国人の現状に関する
情報提供及び差別防止の
啓発が進んでいない。

継続
○外国人留学生住居賃貸代行保証料補助金制
度
○語学ボランティアによる通訳・翻訳支援

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■多言語化した「町会・自治会への加入促進
チラシ」の英語版、中国語版、ハングル語版
を作成し、外国人に対し町会・自治会への加
入促進を図った。

B おおむね順
調

転入された外国人に対し
て町会・自治会への加入
案内チラシを継続的に配
付できているため。

継続

○多言語化した「町会・自治会への加入促進
チラシ」の英語版、中国語版、ハングル語版
を作成し、外国人に対し町会・自治会への加
入促進を引き続き図る。

協働推進課

■市民センターまつり、あったかホールまつ
りへの外国人の参加
■町会主催の防災訓練への外国人の参加

B おおむね順
調

地域の祭りや防災訓練へ
の参加の機会が増えてき
ているため。

継続
○いちょうまつりへの外国人の参加
○町会主催の防災訓練への外国人の参加

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ３　住居

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

20
多言語による住宅関連情報の充
実

◎生活上のルールなど多言語によるリーフ
レットの配布を行います。
○住居に関する基礎知識や慣習についての情
報の多言語化を図ります。

外国人市民の町会・自治会への加入者数を増
やす。

各関連所管の取組み状況

関連所管

21
外国人への入居差別の解消、居
住支援の充実

◎外国人の住まい探しから入居までを支援す
るしくみづくりを行います。

外国人の住まい探しから入居までを支援する
しくみづくりを構築する。

◎外国人市民の町会・自治会への加入者数が
増えるよう働きかけます。
○外国人市民と地域住民との親睦が深まる機
会を創出し支援します。
○外国人市民同士のネットワークや自助組織
の育成を支援します。

22
外国人市民の町会・自治会等へ
の加入促進

生活上のルールや住居に関する基礎知識等の
情報の多言語化の充実を図る。



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■「八王子しごと情報館」において、キャリ
アコンサルタント及び心理カウンセリングの
有資格者が、就業に関するあらゆる相談に対
応している。

B おおむね順
調

カウンセリング件数が24
年度575件、25年度613
件と増加している。

継続 ○引き続きカウンセリングを実施する。 産業政策課

■語学ボランティアによる通訳・翻訳支援
C やや遅れて

いる
市内企業への啓発が進ん
でいない。

継続 ○語学ボランティアによる通訳・翻訳支援
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

■八王子市とハローワーク八王子で共同運営
している「八王子しごと情報館」において、
キャリアコンサルタント及び心理カウンセリ
ングの有資格者が、就業に関するあらゆる相
談に対応している。
■国際協会と共催で、「留学生のための就職
支援セミナー」を開催した。

B おおむね順
調

11/30に開催した留学生
の就職支援セミナーでは
26人の参加を得た。

継続
○引き続きカウセリング及びセミナーを実施
する。

産業政策課

■留学生のための就職支援セミナー
　⇒留学生：26名
■留学生のための企業めぐり
　⇒留学生：16名

C やや遅れて
いる

まだ就業に関する多言語
情報の提供が不十分なた
め。

継続
○留学生のための就職支援セミナー
○留学生のための企業めぐり

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

不法滞在者雇用防止や就業に関する多言語情
報の充実を図る。

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ４　就労

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

24
関係機関との連携による外国人
市民にもわかりやすい情報提供
や労働相談窓口の充実

◎就業に関する多言語情報を充実するととも
に外国人市民向けに、社会保険又は国民健康
保険への加入の働きかけや、不法滞在者雇用
防止を促す多言語のリーフレットの配布等、
就業のルールを周知します。
○地域のハローワークや、大学コンソーシア
ム、八王子国際協会と連携した労働相談窓口
の充実など、外国人市民の就業を支援してい
きます。
○外国人留学生に対する就職ガイダンスの充
実を図ります。

各関連所管の取組み状況

関連所管

23
外国人市民の就業環境の改善等
に関する雇用関係者への意識啓
発

◎就業環境の改善や外国人雇用の際の注意事
項の周知など、市内企業への啓発を行いま
す。

就業環境の改善、外国人雇用の際の注意事
項、市内企業への啓発などの充実を図る。



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■地震に関する基礎知識や日頃からの備えを
記した、外国語版防災ガイド（英語、中国
語、ハングル、タガログ語、スペイン語、ポ
ルトガル語）を作成し、防災課（本庁舎Ｂ
階）、多文化共生推進課（本庁舎7階）窓口に
て配付

A 順調
窓口配付は順調に行われ
ている。

継続 ○今後も窓口配付を続けていく。 防災課

■防災・災害対策委員会の設置
■改訂版災害ヘルプカード・防災マップの普
及

B おおむね順
調

やさしい日本語やピクト
グラム（絵文字）の活用
が十分でない。

継続
○防災・災害対策委員会の設置
○改訂版災害ヘルプカード・防災マップの普
及

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■多文化共生推進課、八王子国際協会が総合
防災訓練において、外国人支援訓練やブース
を設置をする際の環境整備を行った。

A 順調

台風の影響により当日は
中止となったが、総合防
災訓練において外国人支
援訓練やブースの設置が
できるよう調整を行っ
た。

継続
○今年度の総合防災訓練においても同様に、
訓練・ブースの設置等が行えるよう環境整備
を図る。

防災課

■外国人市民の防災訓練の参加者数：80人
【平成25（2013）年度】※総合防災訓練
は、台風の影響により中止。

B おおむね順
調

外国人の参加の機会は拡
大してきている。

継続 ○外国人市民の防災訓練の参加
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

■地域防災計画において、支援団体等との連
携や、情報提供体制等の整備など外国人対策
の推進について定めている。
■平成23年度より、災害時の情報連絡手段確
保のため、八王子国際協会（八王子スクエア
ビル11階）に地域防災無線を整備している。

A 順調

地域防災計画（平成26年
修正）第2編第21節にお
いて外国人対策の推進に
ついて定めた。

継続
○国際協会に整備した地域防災無線につい
て、維持管理に努める。

防災課

■外国人のための暮らしの便利帳、Ｇｉｎｋ
ｇｏの配布

A 順調

外国人住民へ多言語によ
る防災情報を提供し、災
害時の対応について周知
することができたため。

継続
○外国人住民への情報提供の充実を図るた
め、引き続き配布を行う。

市民課

■外国人を含む全対象者の要援護者台帳を市
民部各事務所で保管し発災時に必要な人に渡
すよう１３事務所、八王子駅南口総合事務所
及び本庁に配備した。

A 順調
１３事務所、八王子駅南
口総合事務所及び本庁に
配備したため。

継続
○外国人を含む全対象者の要援護者台帳を更
新し市民部各事務所で保管し発し時に必要な
人に渡す。

福祉政策課

■多言語化した「町会・自治会への加入促進
チラシ」の英語版、中国語版、ハングル語版
を作成し、外国人に対し町会・自治会への加
入促進を図った。

B おおむね順
調

転入された外国人に対し
て町会・自治会への加入
案内チラシを継続的に配
付できているため。

継続

○多言語化した「町会・自治会への加入促進
チラシ」の英語版、中国語版、ハングル語版
を作成し、外国人に対し町会・自治会への加
入促進を引き続き図り、災害時の情報共有の
充実につなげていく。

協働推進課

■防災・災害対策委員会の設置
■外国人のための防災訓練への参加
■町会・自治会による防災訓練への参加
■市民センター３館防災訓練と受け入れ体制

B おおむね順
調

外国人支援センターの立
上げや通訳派遣の訓練を
実施した。

継続

○防災・災害対策委員会の設置
○外国人のための防災訓練への参加
○町会・自治会による防災訓練への参加(２か
所）
○市民センター３館防災訓練と受け入れ体制

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■多文化共生課が総合防災訓練において、語
学（通訳）ボランティアに積極的な参加を呼
びかけをし、災害時における外国人支援の経
験を積めるようにした。

A 順調

台風の影響により当日は
中止となったが、総合防
災訓練において外国人支
援訓練やブースの設置が
できるよう調整を行っ
た。

継続
○今年度の総合防災訓練においても同様に、
訓練・ブースの設置等が行えるよう環境整備
を図る。

防災課

■防災・災害対策委員会の設置
■災害時通訳ボランティア
　⇒災害時通訳ボランティアの登録者数：97
人【平成25（2013）年度】
■語学ボランティア災害時対応研修
　参加者：45人【平成25（2013）年度】

B おおむね順
調

語学ボランティアの災害
時の対応研修を実施して
いる。

継続
○防災・災害対策委員会の設置
○語学ボランティア災害時対応研修　1回

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

26

災害時に提供する情報の多言語
化

◎八王子国際協会や語学ボランティアとの連
携による防災・災害情報の多言語化ややさし
い日本語、ピクトグラム（絵文字）の活用の
充実を図ります。

25

災害時通訳ボランティアの登録者数を平成29
年（2017年）度までに150人に増やす。

27
災害時における外国人支援体制
の整備

◎町会・自治会への加入啓発や地域と外国人
市民とのネットワーク形成を支援します。
○避難所区域毎に外国人市民、通訳ボラン
ティアの所在を把握し、災害時における対応
について情報の共有化を図ります。
○災害時外国人支援マニュアルの策定及び周
知徹底を図ります。
○支援者は外国人の生活上の習慣などを理解
し、災害時において外国人市民に配慮した支
援を行います。
○母子保健や育児に関する多言語による相談
を実施します。

28
災害時の通訳ボランティアの育
成・支援

◎災害時の通訳ボランティアの登録者数を増
加させるとともに、災害時外国人支援マニュ
アルを整備します。
○関係機関や通訳ボランティア相互の連携
ネットワークの構築を図ります。

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

防災・災害情報の多言語化と情報提供の充実
を図る。

町会・自治会への加入を促進し、防災・災害
時の情報共有の充実を図る。

各関連所管の取組み状況

関連所管

外国人市民への防災・災害対応
に関する意識の啓発

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ５　防災

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

◎外国人市民と地域コミュニティが連携した
防災訓練の機会の提供や外国人が防災・災害
に関する知識を学ぶ機会の充実を図ります。

外国人市民の防災訓練の参加者数を平成29年
（2017年）度までに100人に増やす。



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■外国人留学生支援事業（八王子地域２３大
学等留学生日本語弁論大会、留学生対策ワー
キンググループ会議及び勉強会、留学生座談
会、八王子まつり山車曳き体験、外国人留学
生坐禅・茶道体験会）の実施。
⇒外国人留学生事業への参加者数：108人
【平成25年（2013年）度】

A 順調

留学生対策ワーキンググ
ループ（年5回、8大学・
8人）及び勉強会（8大
学・18人）の開催。ま
た、外国人留学生支援事
業として、15ヶ国・49
人が参加した。

継続

○外国人留学生支援事業（八王子地域２３大
学等留学生日本語弁論大会、留学生対策ワー
キンググループ及び勉強会、留学生座談会、
八王子まつり山車曳き体験、外国人留学生坐
禅・茶道体験会）

学園都市文化課

■外国人留学生奨学金受給者が交流事業等に
参加した。
⇒外国人留学生事業への参加者数：109人
【平成25年（2013年）度】
■相互の年度事業計画情報交換をした。
■留学生対策ワーキンググループに出席をし
た。

C やや遅れて
いる

会議に参加しているが、
連携が少ない。

充実

○外国人留学生奨学金受給者に交流事業等へ
の参加を促す。
○相互の年度事業計画情報交換
○留学生対策ワーキンググループに出席

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■国際協会と共催で、「留学生のための就職
支援セミナー」を開催した。

B おおむね順
調

11/30に開催した留学生
の就職支援セミナーでは
26人の参加を得た。

継続 ○引き続きセミナーを実施する。 産業政策課

■留学生のための就職支援セミナーと企業め
ぐり
　就職支援セミナー参加者数：26人 【平成
25（2013）年度】

B おおむね順
調

参加者の数が昨年度並み
である。

継続
○留学生のための就職支援セミナーと企業め
ぐり

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■「八王子で暮らす留学生のための生活ハン
ドブック」を見直し、大学コンソーシアム八
王子のホームページを更新。
■八王子地域２３大学等留学生日本語弁論大
会の実施。

B おおむね順
調

「八王子で暮らす留学生
のための生活ハンドブッ
ク」を見直し、大学コン
ソーシアム八王子のホー
ムページの更新した。留
学生日本語弁論大会（2ヶ
国・12人参加）

継続

○「八王子で暮らす留学生のための生活ハン
ドブック」を見直し、大学コンソーシアム八
王子のホームページを更新。
○八王子地域２３大学等留学生日本語弁論大
会の実施。

学園都市文化課

■外国人留学生奨学金制度
■外国人留学生住居賃貸代行保証料補助金制
度
■facebookを活用した情報提供

B おおむね順
調

社会参加の機会の更なる
充実

充実

○外国人留学生奨学金制度
○外国人留学生住居賃貸代行保証料補助金制
度
○地域との交流事業の充実
○多文化共生フォーラムの運営委員
○facebookを活用した情報提供

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

基本目標１　外国人市民も安心して暮らせるまちの実現

施策の柱Ⅱ　生活支援の充実

施策のテーマ６　外国人留学生

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況

大学コンソーシアムとの連携事
業の促進

外国人留学生事業への参加者数を平成29年
（2017年）度までに250人に増やす。

◎大学コンソーシアム「留学生対策ワーキン
ググループ」と八王子国際協会との連携によ
り事業の充実を図ります。

外国人留学生のための就職支援セミナーの参
加者数を平成29年（2017年）度までに50
人に増やす。

31 外国人留学生への生活支援

◎外国人留学生が生活していくうえで必要な
情報提供の充実を図ります。
○奨学金受給者による地域の交流事業への参
加促進の充実を図ります。
○外国人留学生に災害時の通訳ボランティア
等として社会参画と共助の機会を提供しま
す。
○外国人留学生同士の情報交換の場を提供し
ます。

外国人留学生が必要な生活、地域、災害対応
等の情報提供の充実を図る。

30
企業との連携による外国人留学
生への就職支援

◎企業と外国人留学生双方のニーズを把握
し、外国人留学生への企業に関する情報提供
の充実を図ります。
○大学や八王子国際協会等との連携による外
国人留学生のインターンシップ制度の実施を
検討します。

各関連所管の取組み状況

関連所管

29



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

◎各機関で実施している「日本語学習ボラン
ティア養成講座」等を活用し、多文化共生を
推進するコーディネーターの役割を担う人材
を増やします。

日本語学習ボランティア養成講座の受講者を
平成29年（2017年）度までに100人に増や
す。

■日本語学習ボランティア養成講座
　⇒日本語学習ボランティア養成講座の受講
者数：述べ55人【平成25（2013）年度】
■SNSを利用した外国人コミュニティに係る
外国人キーパーソンの育成

B おおむね順
調

多文化共生を推進する
コーディネーターの役割
を担う人材の更なる育成
が必要。

充実

○日本語学習ボランティア養成講座
・日本語ボランティア基礎講座
・日本語ボランティアステップアップ講座
○SNSを利用した外国人コミュニティに係る
外国人キーパーソンの育成
○多文化共生フォーラム

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

◎町会・自治会等と連携し、地域の交流事業
に参加するとともに、運営に参加する外国人
市民を増やします。
○八王子国際協会と連携し、イベントの開催
やパンフレットの配布などにより、多文化共
生意識を啓発する機会を増やします。

国際交流課地域行事への外国人市民の参加者
数を平成29年（2017年）度までに100人に
増やす。

■国際交流フェスティバル、留学生八王子ふ
るさとプロクラム、語学講座、世界の人とふ
れあいタイム
■地域での防災訓練やお祭りへの参加
　⇒地域行事への外国人市民の参加者数：述
べ48人 【平成25（2013年度）】
■八王子国際協会と市民団体との提携
■外国人留学生の高齢者施設訪問

B おおむね順
調

参加機会の更なる充実が
必要。

充実

○国際交流フェスティバル（年１回）、留学
生八王子ふるさとプロクラム、語学講座（年
間５～６言語９コース）、世界の人とふれあ
いタイム(年５回）
○地域での防災訓練（２か所）やお祭り（八
王子いちょう祭）への参加
○八王子国際協会と市民団体との提携
○外国人留学生の高齢者施設訪問
○みんなの川清掃デーへの参加

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

各関連所管の取組み状況

関連所管

基本目標２　国際感覚豊かな市民を育むまちの実現

32
多文化共生を推進する人材の育
成

施策の柱Ⅲ　多文化共生意識の啓発、国際理解・国際交流の推進

施策のテーマ１　多文化共生意識の啓発

33
地域のイベント等における多文
化共生意識の啓発

事業№ 推進する施策

素案策定時の状況



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■小・中学校に英語を母国語とする外国人外
国語等学習指導助手を配置し、小学校での外
国語活動及び中学校での英語教育の充実と国
際理解教育の推進を図った。

・1学級当たりの配置時間数
　小学校　平均17時間／年
　中学校　平均11時間／年

A 順調

英語を母国語とする外国
人外国語等学習指導助手
を配置することで、小学
校での外国語活動及び中
学校での英語教育の充実
と国際理解教育の推進が
図られた。

継続

○小・中学校に英語を母国語とする外国人外
国語等学習指導助手を配置し、小学校での外
国語活動及び中学校での英語教育の充実と国
際理解教育の推進を図る。

指導課

■国際理解教育（八王子国際協会、JICAとの
連携事業）　実施件数：6件【平成25
（2013年度】
■国際理解教育セミナー参加者：29人【平成
25（2013年度】
■教員向けに国際理解教育推進のためのアン
ケートを実施した。
■小学校向けの国際理解教育プログラムを作
成した。

A 順調
国際理解教育に活用でき
るプログラムなど教材の
作成が図られた。

充実

○国際理解教育（八王子国際協会、JICAとの
連携事業）
○中学校向けの国際理解教育プログラムを作
成
○国際理解教育プログラムの活用

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■広報「はちおうじ」平成25年6月1日号に
おいて、特集記事「多文化共生」を掲載。

A 順調
所管課と連携し効果的に
PRした。

なし。 広報課

■誰もが自由に学べる開かれた学び舎、八王
子学園都市大学「いちょう塾」において、国
際理解を深める講座を提供した。

【提供講座数】16講座
【定員】517名
【受講者】143名

B おおむね順
調

平成25年度いちょう塾実
績

充実
○引き続き、八王子学園都市大学「いちょう
塾」において、国際理解を深める講座を提
供。

学園都市文化課

■国際理解講座を8講座（生涯学習センター5
講座474人、南大沢分館3講座223人）実施
し、延参加者数は697人。

B おおむね順
調

国際理解講座を実施し、
多くの市民に外国の文化
や歴史等を学ぶ機会を提
供することで、外国への
理解を深めることができ
た。

継続 ○継続して国際理解講座を実施していく。 学習支援課

■国際交流フェスティバル、留学生八王子ふ
るさとプログラム、世界の人とのふれあいタ
イム
■海外友好交流都市写真展、読書感想画展
　⇒展示会関連イベントへの参加者数：
4,222人
■国際理解教育講座の実施をした。

B おおむね順
調

参加機会の更なる充実が
必要なため。

充実

○国際交流フェスティバル1回、留学生八王子
ふるさとプログラム、世界の人とのふれあい
タイム(年5回）
○海外友好交流都市写真展、読書感想画展
○市民向け国際理解教育講座の実施（2回）
○多文化共生フォーラム

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

◎JICA等との連携による国際協力活動の周知
の機会を増やします。
○八王子国際協会、JICA、教育委員会と連携
し、国際理解教育の内容について再検討し実
施します。
○JICA（青年海外協力隊経験者など）との連
携により国際協力に関する講座等を通じて市
民に国際協力活動の周知を図ります。

国際協力イベント等への参加者数を平成29年
（2017年）度までに2,000人に増やす。

■国際交流フェスティバル、国際理解講座2回
　国際協力イベント等への参加者数：述べ
1,259人【平成25（2013）年度】

B おおむね順
調

参加機会の更なる充実が
必要なため。

継続 ○国際交流フェスティバル1回
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

◎学校現場が求めている国際理解教育の現状
を把握し、学校における国際理解教育の実施
数を増やします。
○八王子国際協会、JICA、教育委員会と連携
し、国際理解教育の取組内容について再検討
のうえ実施します。

施策のテーマ２　国際理解・国際協力

事業№ 推進する施策 関連所管

各関連所管の取組み状況

施策の柱Ⅲ　多文化共生意識の啓発、国際理解・国際交流の推進

基本目標２　国際感覚豊かな市民を育むまちの実現

国際理解教育の実施件数を平成29年（2017
年）度までに10件に増やす。

展示会関連イベントへの参加者数を平成29年
（2017年）度までに4,000人に増やす。

36
国際協力団体等との連携による
国際協力活動の啓発

素案策定時の状況

35
日本人市民が国際理解を深める
機会の提供

◎日本人市民が国際理解を深めるイベントや
行事の機会を増やします。
○JICA青年海外協力隊や国際協会会員を講師
とした国際理解講座を実施します。
○市民交流の中でホームステイなどにより日
本人市民が外国人と身近に交流する機会が増
えるようコーディネートします。
○国際理解を深めるための情報や事業等の積
極的な周知を図ります。

34
学校における国際理解教育の推
進



今後５年間の取組み
[◎は重点的な取組み]

目標 H25年度の事業実績
H25年度の事
業実績に対す
る自己評価

評価の理由
今後の
方針

H26年度の事業予定

■海外友好交流都市（高雄市）への観光ツ
アー【観光協会】

B おおむね順
調

計画内容を実施している
ため。

継続
○海外友好交流都市（高雄市）への観光ツ
アー【観光協会】

観光課

■読書感想画コンクールの開催時に、海外友
好都市３市の児童の作品の合同展示を行っ
た。また、中学生の上位入賞者を台湾・高雄
市へ海外派遣し台湾の児童と友好を深めた。

A 順調

平成２５年度の応募点数
は７９２点で、過去最高
の応募数があった。同じ
本を読んでも感想の持ち
方に違いがあるなど、子
どもたちが国際性を体験
できた。

継続

○平成２６年度も海外友好都市の児童の作品
を合同展示し、表現の違いを知り国際感覚を
養う切っ掛けづくりを行う。また、中学生の
入位賞者の中から台湾・高雄市への海外派遣
をする予定である。

生涯学習センター図書
館

■小中学生を対象に読書感想文コンクールを
実施し、中学生の部の上位入賞者を台湾高雄
市へ派遣し台湾の児童と友好を深めた。ま
た、中学生の上位入賞者を台湾・高雄市へ海
外派遣し台湾の児童と友好を深めた。

A 順調

対象中学生を、台湾高雄
市へ派遣し、現地中学生
との交流を行い、かつ友
好親善の役割を果たすこ
とで、コンクールへ参加
する児童生徒が国際感覚
を養うと共に参加者に対
するモチベーションの高
揚が図れた。

継続

○25年度同様、読書感想文コンクールを実施
し、対象中学生を台湾高雄市に派遣し、昨年
度と同様の事業を展開する。また、中学生の
入位賞者の中から台湾・高雄市への海外派遣
をする予定である。

川口図書館

■海外友好交流都市（高雄市）を含む台湾へ
の研修旅行を実施。

A 順調

台湾の医療・看護の状況
を学習するとともに、学
生相互の交流が図れたた
め。

継続
○海外友好交流都市である高雄市を含む台湾
への研修旅行を実施予定。

看護専門学校

■海外交流支援デスク
・八王子東高校と高雄高校との交流
■海外友好交流事業補助金制度
■海外友好交流都市写真展、読書感想画展
■八王子まつり及び高雄ランタンフェスティ
バルでのパフォーマンス団の相互派遣
■語学ボランティアによる通訳支援
　⇒海外友好交流イベント等への参加者数：
4,282人

B おおむね順
調

参加機会の更なる充実が
必要なため

充実

○海外交流支援デスク
○海外友好交流事業補助金制度
○海外友好交流都市写真展、読書感想画展
○八王子まつり及び高雄ランタンフェスティ
バルでのパフォーマンス団の相互派遣
○語学ボランティアによる通訳支援

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

■平成２５年度は受入実績なし。
C やや遅れて

いる
平成２５年度は受け入れ
要請が無かったため。

継続
○海外からの事業打診の際には円滑な受入れ
ができるよう調整している。

教育総務課

■海外友好交流都市の青少年と本市の青少年
とのスポーツ交流の調整

D 遅れている
調整の結果、派遣・受入
れ共に中止となったた
め。

継続 ○台湾高雄市に派遣。野球での交流を予定。 生涯学習政策課

■海外友好交流都市との読書感想画展
　⇒展示会関連イベントへの参加者数：434
人
■語学ボランティアによる通訳支援

B おおむね順
調

参加機会の更なる充実が
必要なため

充実 ○語学ボランティアによる通訳支援
多文化共生推進課

（八王子国際協会）

◎市民団体が主体で行ってきた様々な分野で
の海外交流を継続的に支援します。

市民団体等の交流事業の支援を図る。
■学校間における海外交流事業支援
・八王子高校とドイツ・リーツェン市の聖ヨ
ハニッター高校との交換留学

C やや遅れて
いる

市民主体の交流の更なる
充実を期待。

充実
○学校間における海外交流事業支援
○市民団体における海外交流事業支援

多文化共生推進課
（八王子国際協会）

各関連所管の取組み状況

事業№ 推進する施策 関連所管

素案策定時の状況

基本目標２　国際感覚豊かな市民を育むまちの実現

施策の柱Ⅲ　多文化共生意識の啓発、国際理解・国際交流の推進

施策のテーマ３　海外友好交流都市等との交流

海外友好交流イベント等への参加者数を平成
29年（2017年）度までに4,000人に増や
す。

展示会関連イベント等青少年交流事業への参
加者数を平成29年（2017年）度までに
2,000人に増やす。

◎海外友好交流都市との市民交流の数を増や
します。
○海外友好交流都市の写真展、読書感想画展
等への来場者数を増やします。
○海外友好交流都市を訪問する市民ツアーの
充実を図ります。

◎海外友好交流都市とのスポーツ、文化、音
楽等の青少年交流事業の数を増やします。
○海外都市との青少年ホームステイ（受入・
派遣）事業を検討し、実施します。

39
市民・民間団体等の海外交流事
業の支援

37
海外友好交流都市との市民交流
の促進

38
青少年による文化・スポーツ等
の海外交流事業の促進




